
R４.11月～R５.１月(30件32名)の死亡事故の特徴

〇 夜間発生の事故が24件(全体の８割)
うち高齢者が死亡する事故が15件(約６割)

〇 四輪車乗車中が15名、歩行中が10名、自転車乗用中が４
名、二輪車乗車中が２名、その他が１名

四輪車では正面衝突及び出会い頭が各６名(12名、８割)
歩行中では横断歩道外横断が５名(５割)で最多

～ 非 常 事 態 継 続 中 ～

 
令 和 ５ 年 １ 月
茨城県警察本部交通総務課
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令和５年も交通死亡事故非常事態継続中

１月も昨年を上回るペースで発生

11月中 死亡事故12件、死者13名(前年同月比＋８件、＋９名)

12月中 死亡事故13件、死者13名(前年同月比＋１件、＋１名)

1/12現在 死亡事故５件、 死者６名(前年同日比＋１件、＋２名) 

１月中の交通事故死者数
全国ワースト５位！

(1/12現在)

昨年の11月以降、死亡事故の８割が夜間に発生しています。

運転する際は早めにライトを点灯して視界を確保し、近くに歩行者や

自転車がいるかもしれないと、危険を予測した運転に努めましょう。

夕方以降に徒歩や自転車で出かける際は、反射材やライトを活用し、

自身の存在を周囲に知らせる工夫をしましょう。

また、道路を横断する際は横断歩道を利用しましょう。


